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Ｉ.は じめに

　手術 目的で入院した患者は、疾患 ・治療 ・予後 に対 し、

さまざまな心理的反応を示す。この心理的反応はさまざ

まな要因によって影響を受け、また、個人差がある。「手

術 を受ける患者の70%以 上が何 らかの心理的反応を抱

えなが ら手術 に臨んでいる」 とされ、「入院 して くる患

者は、計 りしれないほどの病気への大 きな不安 と、また

不慣れな病院環境に対する漠然とした不安 とを持ってい

る」1)と指摘するように、手術患者の多 くは混沌 とした

心理的反応 を基盤とする不安の中で術前 を過ごす。 さら

に当病院においては、入院日数の短縮に伴い手術前 日入

院が増えてお り、適応するための絶対的な時間が限られ

る事 となり、看護師は患者の心理の理解 と、その心理に

影響 を与えている要因を把握 したうえで、適切に援助 し

てい くことが求められる。しか し、手術前 日入院では看

護師が援助できる時間も限られ、患者の心理状態の把握

や適切な援助 も容易ではない。

　手術前における患者心理の研究はこれまで多 く行われ

ているものの、手術前 日という時間的制約下での心理状

態 については、まだ十分に検討 されていない。そ こで、

手術前日入院の患者を対象 とし、オリエ ンテーションを

終えた時点での心理状態を、質問紙法を用いて調査 した

のでここに報告する。

Ⅱ.目的

　手術前 日入院の患者が抱 く術前の心理状態 を探 り、具

体的な看護援助の方法を考える

Ⅲ.研 究方法

1.対象者:平 成20年7月 ～9月 に、耳鼻科 の手術 目的

　で前 日入院 した患者のうち、調査協力に同意を得 られ

　た患者41名

2.調査方法:先 行研究2)に 基づ き、術 前の主な心理要

　因について10項 目作成 し、アンケー ト調査を行った。

　手術前 日、マニュアルに基づいたオリエンテーシ ョン

　 を済ませた後に質問紙を配布 し、記入後、看護師が個

　別に回収 した。

3.デ ータの分析方法

　質問紙法 により、不安の強 さや、手術経験の有無等の

　条件で区分 し比較 を行った。有意差検定はX2検 定で

　行った。

4.倫理的配慮

　入院後患者に研究方法 ・目的を説明し、データは研究

　以外では使用 しないこと、質問紙 は無記名で個人名が

　特定されないこと、参加は任意であ り、拒否により不

　利益が生 じないことを説明した。

Ⅳ.結 果

1.手術前 日仁不安 を感 じている人は全体の61%で あっ

　た。

2.不安の要因として最 も強かったのは、手術後の痛みに

　ついての不安が68%で あった。

これ を経験の有無で比較すると手術経験のある人が、有

　意に不安が弱かった。

3.看護師の対応で安心感が得 られた と答えた人は85%

　 と高 く、手術経験 による有意差は認められなかった。

Ⅴ.考 察

1.理解があっても納得がないゆえの不安

　オリエンテーションで手術 に対する理解が得 られた直

後にも関わらず、61%も の人が不安 を感 じてお り、理解

が即座に不安の解消にはならないことを示 している。人

間は、状況や環境への適応 に一定の時間を必要 とするも

のであり、対象 となった患者は、頭の中での理解に続 く、

納得や肪に落ちるという気持ちのうえでの適応に至って

いない状況 にあると考えられる。つまり、短時間で合理

的に理解が得 られても、それを反甥する時間的猶予がな

ければ、本質的な不安の軽減に十分な効果が得 られない

ことが示唆 される。

2.理解があっても経験がないがゆえの不安

　オリエ ンテーションで 「痛みはコン トロール される」

ことの説明をしているにもかかわらず、痛みは最大の不

安の要因であった。手術経験のある人は有意に不安が弱

く、経験的に痛みをイメージで きることが、不安の軽減

に影響 していると考えられる。「痛みを伴 う検査や手術で

あって も、あらか じめ十分な説明を受け、行われる所業

を理解 していれば不安は少ない」3)と 述べている。手術

経験のない場合、時間のない状況において、理解 ・納得

という切 り口で不安の軽減を求める難 しさも示唆 してい

る。

3.理解 ・納得よりも、信頼と保障による安心感

　絶対的に不安が強い状況においても、看護師の説明によ

り安心感が得 られた人は85%と 高い。注 目すべきは、手術

経験の有無に関わらず安心感が得られる点であり、既に理
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解 ・納得 ・経験がある人にとって もプラスになっている。

つまり、看護師の働 きかけは、手術や麻酔、疹痛管理等へ

の理解や納得を第一義 として行われたが、一方で、その直

接的な結果の如何ではなく、その働 きかけの過程で明らか

になる、援助者としての信頼や援助を受けられる保障など

が安心感をもたらしていると考えられる。

4.ま とめ

　不安の軽減 には、単なる理解のみならず、納得が不可

欠である。看護師の働 きかけが安心感を与え患者を力づ

けることか ら、入院後の説明では、信頼にも重点を置 く

ことが効果的である。
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